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現
在
丸
岡
会
は
「
熊
本
丸
岡
会
」「
関
西
丸
岡
会
」「
関
東
地

区
丸
岡
会
」
そ
し
て
２
月
に
は
「
中
部
・
東
海
ま
る
お
か
会
」

が
設
立
さ
れ
、
計
４
つ
の
丸
岡
会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

丸
岡
会
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
ま
ず
昭
和
49
年
熊
本

市
付
近
在
住
の
万
江
地
区
出
身
者
有
志
の
方
々
に
よ
り
万
江
川

の
清
流
に
ち
な
ん
で
「
清
流
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
が
、

先
ほ
ど
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
去
る
２
月
19
日
（
日
）
中
部
・

東
海
ま
る
お
か
会
が
、
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋
（
名
古
屋
市
東
区
）

を
会
場
に
、
名
古
屋
近
郊
の
本
村
出
身
者
76
名
、
山
江
村
か
ら
16

名
、
合
計
92
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
山
江
村
の
近
況
等
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
放
映
し
ま
し
た
。

モ
グ
ラ
打
ち
や
球
磨
拳
の
模
様
が
流
れ
た
と
き
、
会
場
か
ら
は

「
懐
か
し
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
内
山
村
長
、
冨
岡
副
議
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
設
立
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

中部・東海まるおか会設立総会の様子

昭
和
50
年
２
月
に
山
田
地
区
出

身
者
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、
故

犬
童
三
人
氏
を
初
代
会
長
に

「
親
睦
会
山
江
丸
岡
会
」
と
し
て

発
足
し
た
の
が
現
在
の
「
熊
本

丸
岡
会
」
で
、
郷
愁
の
思
い
か

ら
山
江
村
の
現
況
を
知
る
た
め

に
、
ま
た
村
執
行
部
と
の
交
流

機
会
を
創
出
し
て
親
交
を
深
め
、

郷
里
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
丸
岡
会
」
と
い
う
名
前
の

由
来
は
、
両
地
区
の
小
学
校
入
学
卒
業
の
思
い
出
の
遠
足
の
名
勝
地

に
あ
や
か
り
、
両
地
域
の
親
睦
融
和
の
象
徴
と
し
て
名
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

「
熊
本
丸
岡
会
」
発
足
後
平
成
11
年
に
「
関
西
丸
岡
会
」、
平
成

16
年
に
は
「
関
東
地
区
丸
岡
会
」
が
設
立
さ
れ
、
各
地
域
に
お
い
て

交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

久しぶりの再会で、思い出話に花が咲きました



総
会
で
は
会
の
名
称
を
「
中
部
・
東
海
ま

る
お
か
会
」
と
す
る
こ
と
や
、
山
闢
悟
氏

（
山
田
井
出
ノ
口
出
身
）
を
始
め
と
す
る
執

行
体
制
の
承
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

山
闢
会
長
は
挨
拶
の
中
で
「
昨
今
の
市
町

村
合
併
で
、
山
江
村
の
名
前
が
地
図
上
か
ら

消
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
山
江
村
に
協
力

提
言
を
し
て
い
き
た
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
江
村
か
ら
の
出
席
者
、
勝
原

秀
之
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
山
江
村
の
焼

酎
「
伝
助
」「
王
道
楽
土
」
で
昔
を
懐
か
し

み
、
終
始
和
や
か
に
懇
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

総
会
前
に
、
山
江
村
か
ら
の
物
産
（
栗
の

加
工
品
、
ほ
た
る
米
、
梅
干
等
）
を
展
示
販

今
後
の
丸
岡
会
に
つ
い
て
で
す
が
、
４
つ

あ
る
丸
岡
会
に
つ
い
て
は
２
年
に
一
回
、
総

会
を
定
期
的
に
実
施
し
、
都
市
と
農
村
の
交

流
や
山
江
村
の
物
産
の
販
路
拡
大
に
向
け
更

に
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
又
、
４
つ

の
地
域
以
外
に
も
全
国
に
向
け
て
山
江
村
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

丸
岡
会
開
催
の
折
に
は
、
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

売
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
好
評
で
、
中
に
は

３
万
円
分
の
商
品
を
購
入
さ
れ
た
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

同
級
生
の
輪
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年

代
の
方
々
が
一
つ
に
な
り
、
故
郷
に
思
い
を

馳
せ
、
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
、

と
て
も
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。参

加
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
こ
の
日
の
た
め

に
準
備
を
す
す
め
て
こ
ら
れ
た
役
員
の
方
々

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
と
お
り
、

３
月
18
日
に
は
第
２
回
の
関
東
地
区
丸
岡
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

次回は平成20年に開催予定です 挨拶をする山闢会長

執行部のみなさん

山江村の物産も大好評でした

２年後の再会を願って



このコーナーは、山江村でいろんな事に頑

張っている「人」を紹介していくものです。

今月は、第11区長 大平　止さんにインタビ

ューしました。

Ｐ Ｌ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

原大平　止（おおひら　とどむ）
山田大平地区在住　第11区長

趣味：盆栽

第11区長

子
供
か
ら
老
人
ま
で
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
、
健
康
で
明
る
い
地
域
作
り
。

え
ま
し
た
。
今
後
は
子
供
か
ら
老

人
ま
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
ス
ポ

ー
ツ
を
や
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
健
康
で
明
る
い
地
域

作
り
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
さ
ん
の
楽
し
み
は

何
で
す
か
。

大
平

イ
ノ
シ
シ
を
13
頭
飼
育
し

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
成
長
が

楽
し
み
で
す
。

た
村
内
一
周
駅
伝
で
も
３
位
と
若

い
人
の
パ
ワ
ー
が
自
慢
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
地

域
内
の
行
事
も
盛
ん
で
、
十
五
夜

の
綱
引
き
大
会
、
１
月
14
日
の
モ

グ
ラ
打
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
岩
ヶ
野

地
区
で
は
毎
年
12
月
の
辰
の
日
に

「
お
辰
様
」
の
お
祭
り
、
ま
た
番
慶
、

岩
ヶ
野
地
区
に
お
い
て
は
旧
暦
の

４
月
８
日
に
「
お
し
ゃ
か
さ
ん
」

が
あ
り
ま
す
。
下
払
、
大
平
地
区

で
は
田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
、
下

払
自
治
会
館
に
お
い
て
、
田
の
神

に
今
年
も
稲
が
豊
作
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
と
お
祈
り
し
な
が
ら
焼
酎

を
酌
み
交
わ
し
、
楽
し
い
「
さ
な

ぼ
り
」
を
し
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
に
就
任
さ
れ
て
、

や
が
て
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
抱
負
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

大
平

健
康
作
り
と
し
て
年
に
一

回
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
が
昨
年
で
14
回
目
を
数

（
聞
き
手
）
ま
ず
、
11
区
の
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

大
平

合
併
以
前
は
下
払
、
大
平

集
落
合
わ
せ
て
30
数
戸
で
１
つ
の

区
を
構
成
し
て
い
ま
し
た
。
当
時

は
若
い
人
も
多
く
下
払
、
大
平
地

区
に
も
子
供
が
沢
山
い
て
賑
や
か

な
山
間
集
落
で
し
た
が
、
年
々
過

疎
が
進
み
昭
和
60
年
４
月
に
番
慶
、

岩
ヶ
野
、
湯
原
、
下
払
、
大
平
の

５
つ
の
集
落
が
合
併
し
、
現
在
の

11
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
の

11
区
の
戸
数
は
68
戸
で
番
慶
、
岩

ヶ
野
、
湯
原
は
ま
あ
ま
あ
広
汎
な

農
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
下

払
、
大
平
地
区
は
山
稜
、
山
間
の

集
落
で
す
。
区
長
は
下
払
、
大
平

地
区
で
１
期
２
年
間
、
番
慶
、
岩

ヶ
野
、
湯
原
地
区
で
１
期
２
年
間

と
交
代
で
選
出
し
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
）
そ
れ
で
は
、
11
区
の
自

慢
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
平

11
区
は
各
種
行
事
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
17
年
度
は

村
民
体
育
祭
に
お
い
て
３
位
、
ま



平
成
15
年
度
に
基
本
計
画
・
実
施
設
計

に
着
手
し
、
平
成
17
年
度
国
庫
負
担
（
補

助
）
事
業
で
施
工
し
ま
し
た
山
江
中
学
校

屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）
が
平
成
18
年
２

月
20
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

新
屋
内
運
動
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
一
部
鉄
骨
）
造
り
で
、
延
床
面
積
１，

１

２
７．

２
６
㎡
、
建
築
面
積
１，

４
１
８．

５
６
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
リ
ー
ナ
面
積
は
７
５
４．

６
１
㎡
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
６
人
制
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
各
コ
ー
ト

ラ
イ
ン
が
施
工
し
て
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に

器
具
庫
３
室
、
更
衣
室
２
室
、
放
送
室
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
・
体
育
倉
庫
・
多
目
的

ト
イ
レ
・
男
女
ト
イ
レ
が
そ
れ
ぞ
れ
１
室
、

そ
し
て
、
運
動
部
用
部
室
が
７
室
配
置
し

て
あ
り
ま
す
。
屋
根
は
ガ
ル
バ
ニ
ウ
ム
鋼

板
が
伏
せ
て
あ
り
、

そ
の
屋
根
材
は
、
一

部
化
粧
木
カ
バ
ー
を

使
用
し
た
パ
イ
プ
組

合
せ
に
よ
る
立
体
ト

ラ
ス
鉄
骨
に
よ
り
支

持
さ
て
い
ま
す
。
窓

は
２
階
東
西
側
の
点

検
通
路
上
と
そ
の
上

に
四
方
向
か
ら
の
採

光
を
採
り
入
れ
た
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

屋
内
運
動
場
へ
は

校
舎
棟
の
１
階
及
び
２
階
と
も
渡
り
廊
下

を
利
用
し
て
入
室
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
費
は
設
計
・
監
理
費
が
１
２，

８

１
８
千
円
で
熊
本
市
の
株
式
会
社
マ
ッ
ク
、

工
事
費
が
２
５
２，

０
０
０
千
円
で
丸

昭
・
岩
井
建
設
工
事
共
同
企
業
体
で
合
計

２
６
４，

８
１
８
千
円
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
事
業
費
に
は
部
室
建
設
費
や
機
器
類

の
単
独
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。
補
助
対
象

延
床
面
積
は
１，

０
５
０
㎡
で
国
庫
負
担

（
補
助
）
金
は
１
１
３，

９
８
４
千
円
で
す
。

昨
年
竣
工
し
ま
し
た
新
校
舎
棟
と
一
体
と

な
っ
た
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
授
業

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
配
置
も
用
地
の
提
供
に
つ
い
て
関
係

者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
あ
っ
て
で
き
ま

し
た
。
用
地
提
供
さ
れ
た
方
々
や
施
工
者

の
方
々
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

山
江
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
構
想
の

一
つ
の
「
環
境
を
考
慮
し
た
エ
コ
ス
ク
ー

ル
」
を
整
備
推
進
す
る
た
め
に
平
成
17
年

度
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を

公
共
施
設
に
設
置
し
、
そ
の
有
効
性
を
実

証
す
る
と
と
も
に
、
本
格
的
普
及
に
向
け

た
更
な
る
性
能
向
上
と
コ
ス
ト
の
低
減
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
回
山
江
中

学
校
屋
内
運
動
場
（
通
称：

体
育
館
）
の

屋
根
に
建
材
一
体
型
の
太
陽
光
電
池
（
10

ｋ
ｗ
）
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
（
通
称：

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と
の
共
同
研
究

契
約
を
締
結
し
、
５
年
間
の
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
こ
と
で
設
置
に
要
す
る
費
用
の
半

額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
事
業
を
採
用
し

ま
し
た
。

ま
た
、
九
州
地
域
に
お
け
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
の
普
及
、
促
進
の
た
め
の
九

州
グ
リ
ー
ン
電
力
基
金
太
陽
光
発
電
設
備

助
成
事
業
主
体
の(

財)

九
州
地
域
産
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
助
成
応
募
し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
設
備
工
事
内
容
は
、
太
陽

光
電
池
パ
ネ
ル
を
同
時
施
工
の
屋
内
運
動

場
の
南
西
側
の
屋
根
に
１
４
０
枚
設
置
し
、

接
続
箱
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
、
日
射
計
、
温

度
計
を
屋
内
運
動
場
の
内
外
に
、
表
示
板

は
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
生
徒
昇
降
口
側
に
、

デ
ー
タ
収
集
装
置
を
生
徒
会
室
に
そ
れ
ぞ

れ
設
置
し
ま
し
た
。

出
力
電
力
量
は
少
量
で
す
が
、
デ
ー
タ

の
中
に
二
酸
化
炭
素
抑
制
量
の
表
示
が
あ

り
、
小
さ
い
な
が
ら
も
地
球
温
暖
化
の
抑

制
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

施
工
は
、
九
電
工
譁
人
吉
営
業
所
で
請

負
額
は
１
５，

０
１
５
千
円
で
し
た
。

負
担
額
及
び
助
成
額
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
負

担
額
７，

５
０
７
千
円
、(

財)

九
州
地
域
産

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
助
成
額
１，

５
０
０

千
円
、
計
９，

０
０
７
千
円

と
な
り
ま

す
。



こ
の
度
、
山
田
合
戦
ノ
峰
の
松
本
正
氏
が

平
成
17
年
度
社
会
教
育
功
労
者
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
の
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
功

績
の
分
野
は
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
功
労

（
社
会
教
育
計
画
）
で
永
年
の
社
会
教
育
委
員

と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

式
は
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
の
パ
レ
ス

地
元
産
材
を
使
っ
て
建
て
た
木
造
住
宅
を
顕

彰
す
る
人
吉
・
球
磨
地
域
木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー

ル
の
最
優
秀
賞
に
山
田
番
慶
の
岩
本
亨
さ
ん
宅

が
え
ら
ば
れ
ま
し
た
。

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
球
磨
地
域
木
材
需
要
促

進
対
策
協
議
会
が
初
め
て
企
画
。
外
国
産
材

に
押
さ
れ
、
国
産
材
価
格
が
低
迷
す
る
中
、

地
元
産
材
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
需
要
拡

大
や
森
林
資
源
の
循
環
活
用
を
促
進
す
る
の

が
狙
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
吉
球
磨

や
県
内
で
生

産
さ
れ
た
木

材
を
五
割
以

上
使
い
、
二

〇
〇
三
年
十

二
月
か
ら
〇

五
年
十
一
月

ま
で
に
完
成

し
た
一
戸
建

て
住
宅
が
対
象
。

個
人
十
戸
、
町
村

営
住
宅
八
戸
の
計

十
八
戸
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

岩
本
さ
ん
宅
は

平
屋
の
純
和
風
。

杉
の
丸
太
を
は
り
に
使
い
、
腰
壁
な
ど
も
木
。

欄
間
や
玄
関
内
に
は
木
製
の
飾
り
が
施
さ
れ

て
お
り
、
外
壁
も
し
っ
く
い
で
仕
上
げ
て
あ

り
ま
す
。
屋
内
は
木
の
ぬ
く
も
り
が
あ
ふ
れ
、

快
適
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

優
秀
賞
に
は
山
田
一
丸
の
久
保
田
昇
さ
ん

宅
、
山
田
合
戦
峰
の
大
戸
孝
雄
さ
ん
宅
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

山
江
村
で
は
木
造
住
宅
建
設
補
助
金
（
最

大
五
十
万
円
の
補
助
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
新
築
予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
山
江

村
役
場
経
済
課
林
政
係
蕁
２
３
│
３
１
１
３

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

世
界
各
国
と
の
交
流
、
国
際
理
解
の
促
進

に
努
め
、
世
界
の
こ
ど
も
た
ち
の
友
好
・
親

善
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

社
団
法
人
家
の
光
協
会
が
小
中
学
生
を
対
象

に
、
図
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
日
本
を
含
め
62
の
国
と
地
域
か

ら
約
５
万
１
０
０
０
点
の
作
品
の
応
募
あ
り
、

山
江
中
学
校
か
ら
も
５
人
の
生
徒
が
応
募
し

た
結
果
、
２

年
生
の
勝
原

千
恵
さ
ん

（
合
戦
ノ
峰
）

が
見
事
、
熊

本
県
で
は
た

だ
一
人
、
国

内
優
良
賞
に

選
ば
れ
、
こ

の
た
び
賞
状

が
届
き
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
勝
原
さ
ん
は
、「
夏
休
み
に

頑
張
っ
た
結
果
、
世
界
で
選
ば
れ
、
そ
の
報
告

を
始
め
て
聞
い
た
時
に
は
本
当
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
今
、
日
本
の
海
は
、
人
間
の
手
に
よ

り
汚
染
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
当
の
海
は
、
こ

ん
な
風
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
み
ん
な
に
思

い
出
し
て
ほ
し
く
て
、
私
の
住
ん
で
い
る
山
江

村
に
は
海
は
な
い
け
れ
ど
、
私
の
理
想
の
海
を

そ
の
ま
ま
描
き
ま
し
た
。
魚
が
本
当
に
生
き
て

い
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
色
々
な
技
術
を
使
い

仕
上
げ
ま
し
た
。
私
の
思
い
が
み
な
さ
ん
に

伝
わ
っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。」
と
満
面
の
笑

み
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

美
術
科
担
当
の
木
村
友
子
先
生
は
、「
夏
休

み
に
一
生
懸
命
に
描
い
た
作
品
が
高
い
評
価

を
受
け
た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
勝
原
さ
ん
の
力
を
最
大
限
に
生
か
し
た

と
て
も
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。
今
後
の
活

躍
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
生
徒
の
受
賞

を
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

２
月
５
日
山
江
村
農
業
委
員
会
（
秋
丸
安

弘
会
長
外
13
名
）
と
事
務
局
職
員
が
合
戦
峰

の
字
樋
掛
地
区
の
住
宅
横
の
遊
休
農
地
約
25a

の
雑
草
と
そ
の
隣
接
地
の
県
道
方
面
の
竹
や

ぶ
を
伐
採
し
ま
し
た
。

最
近
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
農
産
物
の
価

格
低
迷
に
よ
り
、
遊
休
農
地
の
増
加
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
も
付
近
住
民
か
ら
防

犯
上
や
衛
生
面
、
火
災
の
心
配
等
で
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
月
期
の

農
業
委
員
会
総
会
で
「
委
員
自
ら
遊
休
農
地

解
消
の
作
業
を
」
と
秋
丸
会
長
が
呼
び
か
け

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

地
権
者
の
了
解
を
得
て
、
雑
草
が
生
い
茂

る
畑
を
、
竹
が
隙
間
な
く
生
え
て
い
る
県
道

の
土
手
部
分
を
刈
払
機
や
チ
ｴ
ー
ン
ソ
ー
を

ホ
テ
ル
で
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
直
接
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

松
本
氏
は
、
昭
和
55
年
12
月
に
山
江
村
社

会
教
育
委
員
に
な
り
平
成
17
年
３
月
ま
で
約

25
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
球
磨
郡

市
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
、
熊
本

地
方
法
務
局
人
権
擁
護
委
員
、
熊
本
県
社
会

教
育
連
絡
協
議
会
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。今

後
は
社
会
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
地
域

の
発
展
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。



え
て
い
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
今
後
畑
は
、
市
民
農
園
と
し
て
貸

し
出
す
予
定
で
す
。

平
成
十
七
年
度
人
吉
球
磨
教
育
論
文
表
彰

式
が
、
２
月
22
日
、
人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
論
文
の
募
集
は
、
教
師
の
指
導
方
法

の
工
夫
改
善
を
一
層
推
進
し
て
、
資
質
の
向

上
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
も
、
村

内
の
小
中
学
校

よ
り
多
数
の
応

募
が
あ
り
、
そ

の
結
果
、
特
選

に
山
田
小
学
校

犬
童
裕
美
教
諭

が
選
ば
れ
ま
し

２
月
17
日
（
金
）、
午
後
の
時
間
を
使
っ
て

全
校
国
語
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校
国
語
は
、

万
江
小
の
特
色
あ
る
取
組
で
、
今
回
は
、「
季

節
を
感
じ
て
、
俳
句
づ
く
り
」
と
題
し
て
、

春
を
探
し
つ
つ
、
一
句
ひ
ね
る
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
万
江
小
の
職
員
も
子
ど
も
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
、
久
し
ぶ
り
に
五
・
七
・
五

に
合
わ
せ
て
、
言
葉
探
し
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

感
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
方
は
、
思
っ
た

と
お
り
書
き
表
し
、
新
鮮
な
俳
句
が
出
来
ま

し
た
。
い
く
つ
か
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

春
の
風
冬
を
と
っ
と
と
　
吹
き
飛
ば
せ

六
年
松
岡
　
俊
希

梅
の
花
　
風
に
吹
か
れ
て
　
に
お
い
す
る

五
年
藤
田
安
悠
実

ビ
オ
ト
ー
プ
　
か
え
る
の
卵
　
春
の
予
感

四
年
　
渕
上
航

春
が
来
た
　
す
て
き
な
色
の
　
ふ
き
の
と
う

三
年
尾
方
は
る
な

平
成
18
年
２
月
15
日
（
水
）
高
齢
者
学
級

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
人
権
学
習
と

肥
後
の
石
橋
を
訪
ね
て
」
と
題
し
上
益
城
郡

山
都
町
（
旧
矢
部
町
）
に
向
か
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
81
名
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
４
台
で
出

か
け
ま
し
た
。
人
権
学
習
で
は
、
山
都
町
立

隣
保
館
に
お
い
て
町
の
同
和
対
策
推
進
協
議

会
会
長
で
、
町
議
会
議
員
の
中
村
益
行
氏
に

講
話
を
い

た
だ
き
ま

し
た
。
部

落
差
別
の

歴
史
や
現

状
、「
子
々

孫
々
に
わ

た
る
差
別

は
、
社
会

全
体
の
幻

想
に
よ
る

も
の
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

ま
た
、
肥
後
の

石
橋
と
し
て
国
の

重
要
文
化
財
で
あ

る
通
潤
橋
を
見
学

し
研
修
を
深
め
ま

し
た
。
通
潤
橋
資

た
。表

彰
後
の
伝
達
式
に
お
い
て
、
古
賀
教
育

長
は
、「
村
内
の
学
校
か
ら
特
選
に
選
ば
れ
た

こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
名
誉
な
こ
と
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
先
生
方
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
賞
を
糧
と
し
て
、
こ
れ

ら
も
山
江
村
の
児
童
生
徒
の
教
育
指
導
に
、

よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
選
　
　
犬
童
　
裕
美
　
　
　
山
田
小

特
別
賞
（
代
表
）
横
瀬
知
節
　
　
〃

山
本
　
裕
行
　
　
　
　
〃

入
選
　
（
代
表
）
瀬
口
邦
夫
　
万
江
小

村
本
　
恭
子
　
　
　
山
田
小

平
富
由
香
理
　
　
　
　
〃

山
本
　
裕
子
　
　
　
　
〃

（
代
表
）
岩
坂
秀
彦
　
山
江
中

料
館
や
布
田
保
之
助
像
を
見
学
の
後
、
実
際

橋
を
渡
っ
て
150
年
前
の
偉
業
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

高
齢
者
学
級
は
、
本
年
度
は
こ
れ
が
最
終

回
で
す
。
平
成
18
年
度
も
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

使
っ
て
の
作
業
は
１
日
が
か
り
で
完
了
し
ま

し
た
。

今
回
の
場
所
は
山
江
村
山
田
の
表
玄
関
で

あ
る
県
道
横
で
竹
や
ぶ

が
生
い
茂
り
、
交
通
上

の
支
障
が
あ
り
、
村
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
悪

い
状
態
で
し
た
が
、
今

回
の
作
業
に
よ
り
す
っ

き
り
と
し
、
付
近
の
住

民
も
近
く
の
竹
や
ぶ
を

伐
採
し
た
り
と
、
集
落

全
体
に
良
い
影
響
を
与

努
力
賞
　
佐
崎
　
　
朱
　
　
　
山
田
小

東
　
　
誠
志
　
　
　
　
〃

武
井
　
保
守
　
　
　
　
〃



今年も春の全国交通安全運動が実施されます。
この運動は、広く県民に交通安全思想の普及･浸
透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践を習慣づけるとともに、県民自身による道
路交通環境の改善に向けた取り組みを推進する事
により、交通事故防止の徹底を図る事を目的とし
ています。皆様のご協力よろしくお願いします。

～教えて！介護保険～
介護タクシーの仕組みは？

（問い）
父親が入院することになり、介護タクシーを利用し、

数千円も支払いました。事前にケアマネジャーに相談
した時に「介護保険は使えないので、料金は交渉して
みて」と言われたので、介護タクシーの事業所に電話
で問い合わせましたが、不愉快な思いをしただけでし
た。「介護タクシー」の仕組みを教えてください。
｠
（答え）

介護保険の「介護タクシー」とは、通院時などの乗・

降車の介助のことで主にタクシー会社が介護保険事業所

となってサービスを提供しています。ケアプランに基づ

くサービスなので、定期的な通院には使えますが、入退

院時は使えません。

また、要支援の人も使えません。それらの場合は原則、

利用者の全額自己負担になるので、ケアマネジャーは車

種や介護者の有無で料金がどの程度異なるかなど、もう

少し丁寧に説明する必要があるでしょう。

介護タクシーについては「急用で利用したい」「ほか

のサービスはいらない」などの要望があるようですが、

あくまでもケアプランの一部です。ケアマネジャーの説

明をよく理解して利用してください。

【問い合わせ】

山江村社会福祉協議会　蕁２８－３５５６

こんなときは必ず手続きして
ください。

こんなときに届出を 届出に必要なもの 

７５歳になったとき 
（すでに老人医療を受給され 
　ている方は除きます） 

転入してきたとき 

転出するとき 

住所が変わったとき 

死亡したとき 

生活保護を受けるようになったとき 

医療保険が変わったとき 

６５歳以上で寝たきりなどになったとき 

お問合せ先

役場　保健衛生課　蕁２４－１７００



平成１８年４月１日から、障害者自立支援法によ
る自立支援医療制度がスタートし、「育成医療」「厚
生医療」「精神通院医療」をご利用される方につい
て、自己負担等の仕組みが変わります。

自立支援医療制度で自己負担はどう変わるの？

申請・相談等詳しくは役場住民福祉課へお問い合わ
せ下さい。

☆　お迎えの時間に間に合わない…

☆　子どもが急に病気をしたけど、仕事

があるから…

☆　冠婚葬祭などで子どもを同伴できな

い時、預かってくれないかしら…

“保育サポーター”や育児・介護・家事代
行情報のお問い合わせは、

フレーフレー・テレフォン熊本

TEL０９６－３２４－２０２０
フレーフレー！

厚生労働省指定法人

財団法人　２１世紀職業財団熊本事務所
〒860-0806

熊本市花畑町4-1太陽生命熊本第2ビル2F
学　童　保　育　所：　蕁２２－７４１４
山江村役場住民福祉課：　蕁２３－３９７８

学童保育とは、放課後や長期の休みに子どもさ
んをお預りするシステムです。
保護者の方々が就労等でお子さんと一緒に過す
ことのできない時間を、ほかの友達と一緒に楽し
く、安全に過す事を目的としています。
平成１８年４月より新１年生となる児童にとっ
ても、宿題をする習慣をつけたり、他の学年の児
童とふれあうことのできる絶好の場所です。

場　　所　山江村学童保育所（章鹿倉保育園よこ）

開所時間　平日：学校終了後～１８時まで
土曜及び長期休み：８時～１８時まで

対象児童　山江村在住の小学校１年生～３年生

保 育 料　月額６,０００円（一律）

入所申込については随時受け付けておりますので、
下記までお問い合わせください。

第
23
回
熊
日
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝
大
会
が
、
１
月
29
日
（
日
）
に
び

ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
（
熊
本
市
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
い
う
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
松
本
美
智
子

さ
ん
が
球
磨
郡
チ
ー
ム
の
代

表
選
手
と
し
て
、
最
終
区
間

（
熊
本
市
健
軍
〜
）
を
走
り
ま

し
た
。
球
磨
郡
は
第
１
中
継

点
（
熊
本
市
水
前
寺
）
で
、

20
チ
ー
ム
中
18
位
と
出
遅
れ

た
も
の
の
、
一
気
に
８
位
ま

で
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
。
そ
し
て

最
終
区
間
、
８
位
で
受
け
取

っ
た
タ
ス
キ
は
順
位
を
ひ
と

つ
上
げ
、
第
７
位
と
い
う
結

果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。



in format ioninformat ion

平
成
17
年
10
月
１
日
改
定

時
間
額
６
０
９
円

こ
の
最
低
賃
金
は
産
業
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
な
い
全
て
の
労
働
者
（
臨

時
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
み
ま

す
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
熊
本
労
働
局
賃
金
室

蕁
０
９
６
―
３
５
５
―
３
２
０
２

ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ

て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内

容
の
偽
者
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）

や
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送
り
つ
け
て
、
保

証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を
騙
し
取

る
新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し
ま

す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
十
分
ご
注

意
下
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
に

「
騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条
」

（
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
）

■
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然

送
ら
れ
て
く
る
、「
お
金
貸
し
ま
す
」
と

の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
・
携

帯
メ
ー
ル
等
に
注
意
。（
低
金
利
で
、
し

か
も
高
額
を
貸
し
付
け
る
か
の
よ
う
な

広
告
に
注
意
）

（
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
）

■
融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実
で

お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す
る
手
口
に

注
意
。（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目

で
必
ず
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

（
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
）

■
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

蕁
０
３
―
５
３
２
０
―
４
７
７
５

（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

平
日：

午
前
９
時
〜
12
時
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話
の

「
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、
賃
金
カ
ッ
ト
や
解
雇

な
ど
労
働
者
個
人
と
使
用
者
の
間
に
お

こ
る
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

「
裁
判
で
争
っ
た
り
せ
ず
、
な
る
べ

く
早
く
、
円
満
に
解
決
し
た
い
。」
そ
ん

な
方
の
力
に
な
り
ま
す
。

無
料
で
対
応
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
で
お

悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

蕁
０
９
６
―
３
３
３
│
２
７
５
３

●
Ⅰ
種
試
験

【
受
検
資
格
】

①
昭
和
48
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒

業
・
卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同

等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
３
日
（
月
）
〜

４
月
10
日
（
月
）

【
第
１
次
試
験
日
】
４
月
30
日
（
日
）

●
Ⅱ
種
試
験

【
受
験
資
格
】

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜

昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
・

短
大
・
高
専
を
卒
業
・
卒
業
見
込

及
び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
14
日
（
金
）
〜

４
月
25
日
（
火
）

【
第
１
次
試
験
日
】
６
月
18
日
（
日
）

●
国
税
専
門
官
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】

①
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒

業
・
卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同

等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
３
日
（
月
）

14
日
（
金
）

【
第
１
次
試
験
日
】
６
月
11
日
（
日
）

●
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒

業
・
卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同

等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
３
日
（
月
）
〜

４
月
14
日
（
金
）

【
第
１
次
試
験
日
】
６
月
11
日
（
日
）

●
法
務
教
官
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者



②
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
・

短
大
・
高
専
を
卒
業
・
卒
業
見
込

及
び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
３
日
（
月
）
〜

４
月
14
日
（
金
）

【
第
１
次
試
験
日
】
６
月
11
日
（
日
）

◎
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、
140
円
分

（
国
税
専
門
官
に
つ
い
て
は
120
円
分
）
の

切
手
貼
付
、
あ
て
先
明
記
）
を
同
封
し

た
封
筒
に
、
請
求
す
る
試
験
名
を
朱
書

き
し
、
下
記
問
合
せ
先
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
※
２
月
１
日
（
水
）
か
ら
配
付
。

◎
問
合
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

〒
８
１
２
―
０
０
１
３
　
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
２
―
１
１
―
１

Tel
０
９
２
―
４
３
１
―
７
７
３
３

Fax
０
９
２
―
４
７
５
―
０
５
６
５

今
年
も
山
江
村
の
春
を
告
げ
る
「
や

ま
え
つ
つ
じ
祭
り
」
を
行
い
ま
す
。
約

５
万
本
の
つ
つ
じ
の
中
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
、
出
店
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
近

所
お
誘
い
併
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

期
日
　
４
月
１
６
日
（
日
）

午
前
９
時
３
０
分
〜

場
所
　
丸
岡
公
園
　
雨
天
決
行

お
問
い
合
わ
せ
先
　

企
画
調
整
課

蕁
２
３
│
５
２
３
４

山
江
村
で
は
、
国
際
化
、
情
報
化
、

多
様
化
す
る
時
代
に
対
応
し
、
広
い
視

野
に
た
っ
た
創
造
性
、
豊
か
な
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
る
研
修
、
実
習
を
受

け
る
村
民
の
方
に
対
し
て
山
江
村
人
生

奨
学
金
事
業
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業

が
あ
り
ま
す
。

対
象
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
実
施
期
間
は
原
則
と
し
て
国
内
５
日

間
以
上
、
国
外
に
あ
っ
て
は
10
日
間

以
上

②
村
内
の
農
林
漁
業
、
商
工
観
光
、
地

場
産
業
に
携
わ
る
人
、
ま
た
新
た
に

業
と
し
て
行
う
場
合
の
各
種
講
習
会

や
企
業
等
で
研
修
又
は
実
習
を
受
け

る
場
合
。

③
官
公
庁
、
団
体
等
が
企
画
し
た
視
察
、

研
修
、
又
は
参
加
者
が
自
ら
企
画
し

た
視
察
、
研
修
を
行
う
場
合
。

④
そ
の
他

補
助
金
は
国
内
研
修
に
あ
た
っ
て
は

補
助
率
２
分
の
１
以
内
と
し
て
20
万
円

を
限
度
、
国
外
は
補
助
率
２
分
の
１
以

内
と
し
て
50
万
円
を
限
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
、
山
江
村
役
場
企
画
調
整

課
蕁
２
３
│
３
１
１
２
ま
で

（平成18年２月10日までの受付分）

「
訂
正
と
お
詫
び
」

２
月
号
、
第
34
回
駅
伝
大
会
区
間
賞

に
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

○
区
間
賞

第
１
区
間
　
森
田
　
好
起
　
第
14
区
Ａ

第
２
区
間
　
山
田
　
健
人
　
第
４
区

第
３
区
間
　
片
岡
　
良
平
　
第
７
区
Ａ

横
山
　
茂
生
　
第
15
区

第
４
区
間
　
高
村
　
竜
太
　
第
14
区
Ａ

第
５
区
間
　
東
　
　
昴
史
　
第
８
区

第
６
区
間
　
入
口
　
昌
史
　
第
14
区
Ａ

第
７
区
間
　
片
岡
　
良
一
　
第
７
区
Ａ

第
８
区
間
　
松
本
美
智
子
　
第
２
区

第
９
区
間
　
森
田
　
安
晃
　
第
14
区
Ａ
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くりの里やまえ 

人口と世帯
平成18年１月31日現在 

各課への直通電話がございます。 
山江村役場各課直通電話番号表 

（  ）前月との比 

総　 務　 課 
企画調整課 
経済課・農業委員会 
税　 務　 課 
住民福祉課 
保健衛生課 
会　 計 　室 
建　 設　 課 
議会事務局 
教育委員会 
歴史資料館 

23-3111 
23-3112 
23-3113 
23-5692 
23-3978 
24-1700 
23-3293 
23-6449 
23-3401 
23-3604 
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］ 

人　口　4,060人（＋  2) 

　男　　1,921人（＋  4） 

　女　　2,139人（－  2) 

世帯数　1,238戸（＋  2） 

　
　
光
陰
矢
の
如
し 

　
日
中
は
、
暖
か
く
な
り
菜
の
花
も
見
受
け
ら
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

す
っ
か
り
春
の
装
い
で
す
ね
。 

　
と
こ
ろ
で
、
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
月
日
の
た

つ
の
は
、
矢
が
飛
ぶ
よ
う
に
早
い
と
い
う
意
味
で
す
が
、
私
も
、
三
年
前

の
四
月
か
ら
山
江
村
で
新
し
い
生
活
を
し
、
公
私
と
も
、
忙
し
く
、
慌
た

だ
し
い
生
活
を
し
な
が
ら
、
す
っ
か
り
山
江
村
で
の
生
活
に
も
馴
染
ん
だ

と
こ
ろ
で
す
。 

　
そ
し
て
、
気
が
付
け
ば
も
う
赴
任
期
間
、
最
後
の
三
月
、
振
り
返
る
と

三
年
が
経
ち
、
月
日
は
本
当
に
早
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
時
間
が
過
ぎ
た
ら
良
い
の
に
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。 

（
Ｍ
・
Ｈ
） 

■開催日：平成17年9月9日（金）～11日（日） 
■会　場：山江村体育館（主会場） 
■主　催：第3回市民メディア全国交流集会in山江村実行委員会 
■日　程：  9日番組作り体験講座、交流会 
　　　　　10日全体会、分科会、大交流会 
　　　　　11日番組収録体験 
■連絡先：山江村企画情報センター　蕁23-5234

　春の訪れを告げる、色とりどりの花がいっせ

いに咲き始めるこの季節。淡い色合いでやさし

い気持ちになりませんか？春の素材といえば…

菜の花・ふき・たけのこ・タラの芽・イチゴな

ど色々ありますが、ご飯に混ぜたり、天ぷらに

したり、酢味噌やごまの和え物に、あるいは、

お吸い物に！と春の味や香りをたっぷり使って、

食卓を華やかに彩りましょう。

菜の花ごはん 

★材料（４人分） 
・米 ２．５合      
・菜の花 ２００ｇ      
・しらす干し ３０ｇ 
・卵 ３ヶ 
・白ごま 大さじ１ 
・塩 小さじ１ 

3月／ 

25日 
貍 

3月／ 

26日 
豸 


